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研究成果の概要： 

過去数年間のインドネシア、スラバヤ工科大学との共同研究の中の一つの研究項目が干潟の

調査研究であり、まず東洋大学の海外研究費での研究が進められ、干潟の現象の基礎的な問題

を把握できた。さらに2005年から2008年まで本研究費の支給を得て共同研究が進めることが

できた。干潟における海水浄化機能について物理条件、生物条件との関連で重要な連鎖機能が

保持されないといけないことを明確にすることが出来た。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 2,800,000 0 2,800,000 

２００６年度 3,700,000 0 3,700,000 

２００７年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

２００８年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

  年度    

総 計 11,200,000 1,410,000 12,610,000 

 

 

 

研究分野：  工学 

科研費の分科・細目：土木工学・水工学 

キーワード：干潟、汽水域、感潮河川、海水浄化、底生生物、インドネシア、三番瀬干潟、蒲

生干潟 

 
 

 
１． 研究開始当初の背景 
 

これに引き続いての調査研究を設定する

ためにスラバヤ川の上流から下流まで調査

旅行をITSのチームと一緒に行ない数件の研

究課題を設定した。これを元に東洋大学、ITS、
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Jasatirutaの共同研究を立ち上げた。この中

の一つの研究項目が干潟の調査研究であり、

まず東洋大学の海外研究費での研究が進め

られ、干潟の現象の基礎的な問題を把握でき

た。さらに2005年から2008年まで本研究費

の支給を得て共同研究が進めることができ

た。 

 
２． 研究の目的 

 

 熱帯河川で活発に干潟形成から陸地形成が

進んでいるインドネシアのスラバヤ海岸を研

究対象として、この研究は、進んできた。過

去のリモートセンシング画像解析の研究から、

10年間の前と後での画像解析から、砂洲、干

潟の形成過程をつかむことが出来ている。そ

の結果この地域では4kmから10kmに及ぶ海岸

の海側への進出が確認されている。 

 そこでこの現象をより明確にするために、

現地の河川水の採取、浮遊物、沈殿物の採取

を行い、淡水域より汽水域、汽水域から塩水

域へかけての領域で、潮汐、波動によって運

搬された浮遊物が沈殿し、圧密され、固結さ

れていく現象の解明を行う。 

 特に干潟では干潮時に干潟表面が空気にさ

らされることと、日光による蒸発作用を受け

ることより、濁質の固定化がより早く進行す

る。また干潟面に沈積した有機物は其処に生

息する生物により捕食され、砂質分のみが残

る。したがって生息生物と干潟を構成する土

砂成分との関連、生物が活動を開始する時間

と潮汐との関係も現地調査で明確にしていく。 

 
 
３． 研究の方法 

 

 河川の河口部では海水と淡水が混合して汽

水域を形成しており、汽水域特有な生物環境

を形成している。この汽水域の環境は、淡水

の流入、淡水によって流送される濁質の量と

質、温度、潮流、潮汐の大きさ等によってそ

れぞれ異なっている可能性がある。多くの場

合には干潟、洲等が発達し、熱帯地方ではマ

ングローブが繁茂し、陸地化への動きが加速

されてきている。 

 本研究ではリモートセンシングの画像を解

析して対照地域の広域的な水質、温度、濁質

等の情報取得を行い、この地域に濁質を供給

している各河川(ブランタス河の分岐河川を

含み、ソロ河の分岐河川)の流域の特性の把握

を行う。 

 また濁質の沈殿現象と汽水との関係・河川の

流れと潮流の関係、干潟の形成謀程等の水理

学的問題と土質工学的問題との関連性の把握

を行い、現象解明と解析モデルの構築を行う。

特に干潟では干潮時に干潟表面が空気にさら

されることと、日光による蒸発作用を受ける

ことより、濁質の固定化がより早く進行する。 

 また干潟面に沈積した有機物は其処に生息

する生物により捕食され、砂質分のみが残る。

したがって生息生物と干潟を構成する土砂成

分との関連、生物が活動を開始する時間と潮

汐との関係も現地調査で明確にしていく。 

 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
Ｉ  干潟の物理現象と水質指標 

東洋大学工学部 教授 荻原 国宏 
 
(1) 干潟で生じている諸現象と研究対象項

目 

 干潟で生じている現象は物理的な現象から、

生物活動が絡む現象まで非常に範囲が広い。 

 干潟で生じている現象をまとめ列記すると

次のようになる。 

z 潮汐（干潮、満潮）  

z 波浪（物質の輸送、砕波）  



 

 

z 日射、蒸発、温度変化  

z 土壌による海水のフィルターリン

グ  

z 生物活動  

z 水質浄化作用 

 

(2) 研究対象場所 

 調査研究の場は以下の三箇所を主とする活

動の場とした。 

① 東京湾（三番瀬、谷津干潟、葛西臨

海公園） 

② 蒲生干潟  

③ インドネシア、スラバヤ海岸、

Lamong湾 

  

(3) 研究経過 

 荻原の研究経過は下記のようになっており、

東洋大学の研究費で 2004年までは国内での

研究をしていた。1999年には大学の研究費で

スラバヤでの調査をした。2005年からは科学

研究費での研究が出来た。研究の内容は2005

までは物理現象を主体に研究し、干潟での土

壌の固定過程のモデル作成、干潟の土壌層内

の温度変化、水分変化と生物（米搗きカニ）

の活動との関係を明らかにした。  

 2006年からは干潟での水質浄化に注目して

水質指標の測定を主体に行なって、当日の水

質と5日後の水質の変化から、干潟の水質環

境の特性を明らかにする研究を進めた。同時

に測定機器の進歩から細菌数、微生物数の量

を表す指標が測定することが出来るように

なり、これらとの関係も明らかにする努力を

した。 

 

(4) 当初注目した研究項目と実施した研究 

 研究の当初に注目した研究項目は以下の4

項目であった。 

①潮汐と波による浮遊物質と有機物質の輸

送 

②干潟上に輸送された物質の干潟表面への

固定 

③干潟表面での砕波現象 

④干潟に生息する生物による海水浄化 

 本研究で明らかに出来た項目は次のように

なる。 

a. 干潟表面での物質の固結 

b. 干潟土壌表面、土壌中での物理現象 

c. 海水の浄化作用と、細菌、微生物の関係 

 

ＩＩ 熱帯の干潟：インドネシア、スラバヤ

市、ラモング湾干潟の水環境 

東北学院大学工学部 教授 上原忠保 

 以下の項目についてまとめている。 

(1)  はじめに  

(2) ラモング湾の位置 

(3) ラモング湾の潮汐 

(4) 温帯と熱帯の相違  

(5) 塩分・水温 

(6)  日射量 

(7) 干潟地形・干潟面積 

(8)  干潟底質   

(9) 底生生物  

(10) 鳥類の飛来状況  

(11) おわりに 
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36. 藤原真美・上原忠保、蒲生ラグーン奥部

干潟に飛来する渡り鳥の観測、平成17年

度土木学会東北支部技術研究発表会講演

概要Ⅱ、H17年11月、仙台 

37. 藤原真美・渡辺俊哉・上原忠保、蒲生ラ

グーン奥部水域の水位特性と干潟の露出
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〔図書〕（計0件） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計0件） 
 
○取得状況（計0件） 
 
〔その他〕 

研究発表と講演 

（干潟に関する講演、学会発表） 

z 長崎水産高校で講演 

z APD-IAHR（国際水理学会、アジア太

平洋地区会議） (シンガポール) 

z IAHR（国際水理学会） （2002、ギ

リシャ、テッサロニキ）（2004、韓

国、ソウル）（2008、イタリア、ヴ

ェニス） 

z 第58,59,60,61,62,63回土木学会年

次学術講演会 

z 川越市サテライト講座 

z インドネシア、ITS(スラバヤ工科大

学)で講演、2007、2008、2009 

z Symposium of Echo-hydraulics 

（スペイン、マドリド） 

z APD-IAHR(2007、インド、チェンナ

イ) （2009、中国、南京） 

z 松江東高校で講演 
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